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急性期を脱した患者が，住み慣れた地域・環境で療養生活を送るために必要とされる訪問系サービス。
しかし，病院側の在宅への理解が不十分であるために，退院調整がスムーズに進んでいない現状があ
ります。在宅の実態が浸透していない病棟に対し，訪問看護師がどう働きかけることで，病棟から在
宅へよりスムーズな移行が可能になるのでしょうか。もう一歩進んだ退院調整の実現をめざします。

編集
後記

●「廃用」という漢字からその意味が伝わりにくい。とても大事なことなので，もっとわかりやすい表現ができ
ないものかと思います。歩かないと手足の筋力がなくなるように，口から食べることをしなくなると口腔内の
機能が衰え，舌も萎縮していく。廃用予防は生活の場である在宅で必須のケアであることがわかります。少し
違うかもしれませんが，個人的にはかつての校長訓示「習慣は第二の天性」が思い出された特集でした。…伊藤
●「マグネットステーション インタビュー」での梶原氏の言葉，「医師はあくまで治療をする人。抱えている病
気を障害として，その医療のどこをどう変えていけばこの子なりの日常の健康に活かせるかを考えるのが，看
護師の仕事ではないでしょうか」に，看護師だからこそ発揮できる力をまたひとつご教示いただいたように思
います。「訪問看護普及・拡大プロジェクト」では青島氏に「看護職員による居宅療養管理指導」につながった
モデル事業について改めて解説をお願いいたしましたのでご覧ください。………………………………………富岡

■特別記事
在宅でも実行可能な呼吸リハビリテーション（基礎編）　安部能成

■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／在宅ケア もっと
やさしく，もっと自由に！　秋山正子／訪問看護普及・拡大プロジェクト　齋藤訓子ほか／訪問看護
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病院の地域連携室からみた訪問看護
　―訪問看護認定看護師としての気づき　杉原みずほ
大病院の医師・看護師とどう連携すればいい？　唐渡敦也
在宅と病院，職種間で言葉が違う！　齊藤美恵
病院の意識はこう変える　小笠原文雄

©
IG

A
K

U
-S

H
O

IN
 L

td
, 2

01
0

2026/09/25 13:47:32


